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令和５年７月号

運動重点
① 子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全確保

② 安全運転意識の向上

③ 自転車の交通安全

④ 飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶

⑤ 全ての座席のシートベルトの正しい着用とチャイルド

シートの適正な使用の徹底

飲酒運転は犯罪です。後で悔やんでも時は戻せません。

① 酒を飲んだら車を運転しない。

② 運転する時は酒を飲まない。

③ 運転する人には酒を飲ませない。

機運を高めましょう。

○ 歩行者は、横断歩道を横断するときは、ドライバーに手を挙げる

動作とアイコンタクトをしましょう。

○ 運転者は、横断歩道の手前に標示されたダイヤマークを認めれ

ば、減速し、横断歩道に横断しようとする歩行者があれば、横断歩

道の手前で必ず止まりしましょう。

シートベルトは、交通事故に遭った場合、被害を大幅に軽減するとともに、正しい

運転姿勢を保たせることにより疲労を軽減させるなど、様々な効果があります。

大切なご家族・ご友人等を守るため、同乗者への「全席シートベルト着用」の声掛け

とチャイルドシートを設置しましょう。

交通事故のうち、自転車乗用中の半数以上が頭部の負傷により亡くなっています。

被害軽減に効果のある自転車乗車用ヘルメットを着用しましょう。

令和５年４月１日より全ての自転車利用者に対して努力義務化されています。


